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子供の主体的表現を引き出す援助に関する検討 : 
即興的音楽づくりを通して






























































































　本研究の対象は、201X 年 8 月に 2 泊 3 日で行った「夏休み・自然体験＆親子ドラムサークル」キャ
ンプに参加した人たちである。ドラムサークル活動は本キャンプの会場であった青少年のための
県立社会教育施設内の研修室で行った。活動は 1 日目 1 時間半、2 日目 1 時間、3 日目 1 時 15 分
行われた。参加した子供の年齢と大人の人数は、1 日目は 0 ～３歳児各 1 名、５歳児２名、6、8
歳児各 1 名、10 歳児 2 名、12 歳児 1 名の合計 10 名と母親や祖父母、スタッフを含む大人 14 名
の計 24 名、2 日目は 1 日目の参加者にスタッフと外部より新たに 6 名の大人を加え計 31 名、3














　B は、A 児が手を伸ばして A 児の座位より高い位置にあるキッズジェンベを叩こうとした時、
A 児の叩きやすい位置に即座に楽器を移動させ、音がよく響く形で保持した。これは B の打楽器
奏法の知識に基づいた援助であったと考えられるが、叩きやすい位置、音がよく響く持ち方とい
う音楽的な環境設定が、A 児の継続的な音楽表現を引き出したのであろう。その後も B は A 児
が周囲を見回して演奏をしていない間も同位置で楽器を保持した。これは B が A 児の手を取って
叩かせるようなかかわりをせず、A 児自身の主体性を尊重し、自分の意志で再度演奏し始めるの
を待っていたと解釈できる。結果 A 児は B の方をじっと見つめながら再度演奏を行い、B はその
リズムに合わせて頭を上下に振るという身体表現と、「あ～あ～」という節のついた音声表現、そ
してアイコンタクトを取りながら笑顔を見せることで A 児の音楽表現を受け止めていた。そして
事例１：表現への意欲を引き出し、表現を受け止める（0 歳 11 ヶ月児）




たテンポで拍打ちを 12 秒間行った（写真 3）。その後、A 児はタイコから手を引き、周囲
の様子を見ていた。B は時々 A 児の様子を見ながら、自分の演奏を続けた。28 秒後 A 児
はタイコに再び手を伸ばし、B の顔を見ながら再度同じ拍打ちのリズムを叩いた。B は笑







事例 2　対話的な表現を引き出す：0 歳 11 ヶ月児
　A 児が視線を周囲に向けながらハイハイで移動していた際、自席に座ってタイコを叩い
ていた大人 C（以下 C）は A 児と目が合うか合わないかのうちに、床に近づくように姿勢
をかがめて A 児に笑顔を向けた。A 児が C と視線を合わせて C に近づき始めると、C は
自分の叩いていたタイコの打面を A 児に届く高さにゆっくりと下げた（写真４）。A 児は
タイコに近づいて左手を伸ばし、全体のゆったりとした音楽と同じテンポでトントントン
（♩♩♩）と叩き、手を引っ込めた。C は満面の笑みのまま、直後に A 児と同じリズムを
叩き始めた。すると誘われるかのように途中から A 児も右手を伸ばして一緒に演奏した。
　その後、1 歳の参加児が大きな声で泣いていることに気づくと A 児はすぐに母親の元へ
移動したが、20 秒後には母親の隣でタイコを叩いている大人 D（以下 D）と視線を合わ
せると D に近づき、C と同じ要領で近づけてもらったタイコを D と一緒に 20 秒程度叩き、




へ移動しつつ、じっと E を見つめた。E は A 児とアイコンタクトを取りながら大きく口
を開けてあやすような表情を作った後、A 児にタイコの打面を近づけた。しかしタイコが
A 児の手の届く高さになるまでに A 児の注意は他にそれ、E の提示したタイコを叩いたり、
がっかりした様子の E を見たりすることもなかった。







参加者が笑顔で見守っている中で起こった。事例 1 同様、参加者全員が A 児の主体性を尊重し
ていたからこそ、その暖かな雰囲気の中で A 児は表現を続けることができたと考えられる。
　対話の中でタイコ演奏を促してA児と共にタイコを演奏した大人C、D、Bの援助を振り返ると、
3 人はいずれも 10 秒程の間にアイコンタクト、タイコ提示、A 児との演奏を行なっていた。一方、
E は突然振り返った A と目が合った瞬間に笑顔を示し、あやすような表情で 5 秒ほど見つめ合っ









異なる楽器を持ってきて鳴らしては、すぐに返すことを繰り返していた 6 歳児 F（以下
































































と考える。事例 2 の大人 BCD の誘いかけに A 児が応えてタイコを叩いた場面は、まさに誘いか
け行動が子供の主体性を引き出した成功例である。そして、映像を振り返ると、自分の思いとは
















と述べている。まさに事例１で A 児が B とアイコンタクトを取り身体や音声表現で自身の音楽
表現を受け止めてもらうとその演奏を終えたり、事例２で A 児が大人達の笑顔を見ると次々と
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